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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（2月 14 日）
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　私はリバーサイド教会に導かれはじめた頃のある主日
礼拝のメッセージで “本当の願い・夢” についてまわり
の方と分かち合う時間があり、当初傷だらけでその傷を
自分でどうにかしようとしていた私は、考えても考えて
も漠然と “幸せになりたい。” という事しか出てきませ
んでした。その時に隣にいた方に “幸せになりたい”。
ということだけ話しました。「昔に願っていた夢はなかっ
たですか？」と聞かれたのですが「わからない。」とだ
け答え、考えても思い浮かびませんでした。

　先生や教会の家族の祈りと励ましの中で自分と向き合
い神様に祈れるようになってきた頃、しばらくして、や
りたい！！と思えることが、まるで炭酸水を思い切り
振って噴出してくるかのように出てきました。私は何か
に書きとめておこうと家でノートを探していた時に、昔
の私の日記が出てきました。パラパラとめくると自分自
身全く覚えてもいなっかた、「神様へ」と書かれた手紙
が出てきました。そこには、まさにこれから書きとめよ
うとしていた私の願いがそこへ書かれていました。
その一説に「私を用いてください。」とありました。

　神様は私の隠していた傷を癒し、罪を赦して下さった
だけでなく、夢や願いまでをも回復させて下さったこと
を感謝します。闘わなければならないものはまだありま
すが私の理解を超える大きな愛でいつも私を幸せにした
いと願って下さっている神様にいつも向いて、決断をし
勝利し本当の自分を取り戻しながら、その姿をも通して
神様の御名があがめられるよう歩んでいきたいです。

「あなたの神、主はあなたのただ中におられる。救いの
勇士だ。主は喜びをもってあなたのことを楽しみ、その
愛によって安らぎを与える。主は高らかに歌ってあなた
の事を喜ばれる。」ゼパニヤ書３：１７

  黙 12～ 18　水15金17

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
黙示録が書かれた理由としてこの書が記された頃、初
代教会は宣教の勢いが一歩後退した状態にあり、初め
の愛から離れたと非難されるエペソ教会、行いの死ん
だサルデス教会、なまぬるいラオデキヤ教会など霊的
に衰退している教会もいくつかありました。また、キ
リスト教徒に対する迫害の手は、いっそう推し進めら
れていた時代でした。ネロ帝のもとでの迫害はまだ局
地的でありましたが、ドミティアヌス帝に変わり皇帝
礼拝強要の度は増し加わり、キリスト者は、宗教的、
政治的にローマ国家の中で広範囲に疑惑と憎しみの対
象となっていきました。神は、すでに苦しみの中にあり、
将来さらに過酷な状況におかれる教会が、この世に迎
合することなく、信仰の原点に立ち返り、迫害と殉教
は神の国の勝利の実現のための当然の要因として、キ
リストの救いの完成に希望と忍耐を固く持ち続けるた
めに、使徒ヨハネにこれから確かに起るべき事柄のパ
ノラマ的幻をお与えになりました。様々な妨害に合う
中で教会が経ち続けるために与えられた言葉です。こ
の書から私たちの信仰生活の中であてはまる事がある
と思います。自分の信仰を確かめながら、歩んでいき
ましょう。
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佐々木芽生近藤帆風

（要約者：平澤　一浩）

（1月31日）

「信仰によって」
～人生のジャイロ～ 　　　　　　ヘブル１０：３２～３９、ヘブル１１：１～６

スモールファミリー

誕生者のお祝い

　　プロスペクトの法則
　私たちの生きている中でこのプロスペクトの法則が生きてい
る場合があります。これは損失回避の法則とも呼ばれるもので
す。それはこのようなものです。私たちが無条件で 10 万円を
手にするのか、それとも半分の確立で20万円を手に入れるか。
また 20 万円の借金を確実に半分にするのか、それとも半分の
確立で「０」にするのかという問いに対して私たちはどのよう
に判断するのでしょうか。この２つの質問で答えが 1つ目が前
者の無条件、2 つ目が後者の賭けに出るという答えた方はこの
損失回避の法則の中で生きている人で統計上多くの方がこれを
選択するそうです。ではどちらも前者であった方は、問題が起
こったとしても着実に乗り越えようとする方法です。これは統
計上の多数派ではありません。私たちは信仰生活の中で問題と
向き合い、乗り越えようとする選択をしていると感じています。
マルチンルターは「義人は信仰によって生きる」という言葉か
ら、「たとえ明日、地球が滅亡するとも、私はりんごの木を植
える」と周囲に語り、また行動していました。このように目の
前に起こることによって私たちは右往左往しない人生を送りた
いと願っているのですが、そのような損失回避の考え方によっ
て違った行動をしてしまっていることがあります。
　　痛みの記憶に苦しんでいるのではなく、
　　記憶の痛みに苦しんでいる
　
　私たちは問題を見ないようにして生きているでしょうか。そ
れとも問題を乗り越えようとしているでしょうか。その問題と
は私たちの古い性質から出てきていることがあります。今、ま
さにその古い性質を捨てて新しく歩んで行こうとしています。
しかしその時、痛みの記憶に苦しみを感じるのではなく、記憶
の痛みに苦しんでいないでしょうか。その解決方法は赦すこと
だけなのです。私たち苦しみを感じているのは痛みが原因では
なく、記憶です。この事を知ったあるクリスチャンは赦すとい
う行動に出ました。私たちは過去の記憶によって正しい決断を
することを止めようとしています。イエスキリストは十字架に
かかり、私たちに新しい人生を歩みだせる究極の癒し（問題の
解決）を与えて下さりました。あとは私たちが信仰を持って正
しい道を歩み続けることができるのかです。日常生活の中にお
いても目の前で起きることに対して私たちは何を基準に判断し
ているでしょうか。過去の記憶でしょうか。それとも御言葉で
しょうか。確認しながら進んでいきましょう。痛
　　二心に注意
　
　私たちは二心と常に闘っています。神様に造られた素晴らし
い自分と過去の出来事によって築かれた偽りの自分が二心の要
因です。私たちはこの二心を持ったままでは大事な時、油断し
ている時など、足元をすくわれ悪影響を与えてしまう場合もあ
ります。ですから私たちの中にある二心に気づき、闘っていき
ましょう。その時にダビデは詩篇１１９：１１３においてこの
二心を憎むと表現し、徹底的に戦う姿勢を表しました。私たち
も二心に注意して歩みましょう。
　　信仰によって～人生のジャイロ～
　
　私たちの人生においてこのジャイロのようなもの必要なので
す。ジャイロとは物体が自転運動をすると姿勢が乱されにくく
なる現象です。私たちは立っている時に、倒れないのは倒れな
いように重心を傾け、バランスを取るように働いているからで
す。このように私たちの体は姿勢など保とうとする行動を自然
にとっています。では私たちの人生において、傾き、倒れそう
になった時、心のバランスと取れるような判断や決断ができて
いるでしょうか。私たちの心のジャイロは「信じる」ことです。
すなわち信仰です。「信仰は望んでいる事がらを保証し、目に
見えないものを確信させるものです。（へブル１１：１）」私た
ちは信仰をもって歩み出すときたとえ道から逸れそうになった
としても元の道に戻ることができます。また、目の前に起こる
ことに対して逃げなければ必ず解決すると神さまは約束して下
さっています。そのためにも信じて進むしかありません。聖書
にはこのように書かれています。「あなたがたが神のみこころ
を行って、約束のものを手に入れるために必要なのは忍耐です。
（へブル１０：３６）」私たちに必要なものは忍耐なのです。忍
耐をし続けるためには信仰が必要です。
　　　　

　　①信仰は将来の鍵
　
　私たちは信仰によって今までと違った行動をとっていきま
しょう。今まで困った人を見ても助けなったのであれば、助け
ていく。今まで自分から話しかけていなかったのであれば、自
分から話しかけていく・・・など。私たちが新しい行動してい
くと、私たちが倒れそうになった時に、倒れないようになって
いきます。信仰によって倒れそうになっても倒れないように力
が働いていきます。ですから信仰はクリスチャンに安定を与え
るものです。ペテロ（石や岩）の以前の名前はシモン（揺れ動
く葦）でした。信仰によって何があっても動じない石のように
なれるのです。そして教会はその“石”が集まったところであり、
“岩”のように安定した土台となることができます。なぜならば、
神様は私たちがいつも元気にいてほしいだけのです。「あなた
がたの心が元気を失い、疲れ果ててしまわないためです。（へ
ブル 12:3）」この言葉のように、私たちが周りの人の言葉や目
の前に起こることによって落ち込んだり、元気を失わないため
に信仰を持って歩んでいく必要があります。それが将来につな
がっていきます。信仰は将来への鍵なのです。
　　②信仰は保証～権利書～」
　
　「神に近づく者は、神がおられることと、神を求める者には
報いてくださる方であることとを、信じなければならないので
す。（へブル１１：６）」私たちはこの２つのことを信じて進み
ましょう。①神様がいること②神様が報いて下さる方であるこ
とをです。そうすれば、私たちの人生は信仰によって保証され
ています。この保証とは権利という言葉が使われています。私
たちは信仰によって祝福を受け取る権利があるということなの
です。私たちが置かれた場所で花をさかせ、良い実を実らせて
いくには、私たちに与えられている権利を知らなければいけま
せん。知らないでいるから、遣わされた場所で間違った行動や
言動をしてしまいます。すなわち権利を知らずにいる限り私た
ちの行動は間違い続けてしまうのです。私たちがする行動は何
気ないことでも神様がした行動と見られていきます。なぜなら
私たちは神の大使であり、その役割を担っているからです。で
すから、まず権利を知りまた、私たちが遣わされた場所で権利
を行使していきましょう。
　　③信仰はあなたを保つ
　
　日本には様々なクリスチャンの歴史があります。戦国の世に
あって「ジュリアおたあ」というクリスチャンがいました。彼
女は豊臣秀吉が朝鮮出兵の際、捕虜として連れ帰った人でした。
そして徳川家康の側室にしようとしますが、拒みつづけ、キリ
シタン迫害の際、島流しされて伊豆にある神津島に行き着きま
した。しかし彼女はその島流しの際も島民を助けたり、仕えた
りして良い影響を与えていきました。そして多くの人に信仰を
継承させていきました。このように信仰を保っていると、どこ
にいたとしても私たちは良い自分を保ち、周りに良い影響を与
えていくことができます。今までの私たちはすぐにあきらめて
しまったり、投げ出してしまいそうになり、悪い影響を与えて
きたことがあったかもしれません。しかし今は信仰によって神
様の助けを求めつつ、新しい道を歩もうとしていて、変わって
きていると思います。ですから信仰によってこの良い状態を
保っていきましょう。

まとめ
　私たちは神様にあって問題を回避する人生から問題を解決
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いるためでした。それを受け取った私たちも歴史をつなぐも
のとして、悪くなろう、倒れようとする思いに対して信仰を
もって元に戻す人生へと変え、それを保っていきましょう。
そうすると私たちの周りにいる人々が喜びに満たされる人生
へと変えられていくからです。今週も信仰によって生きてい
きましょう。
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